
 

２００３年１０月３日（金）～６日（月） 

北海道伊達市(だて歴史の杜カルチャーセンター) 
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１３：００～１７：００ 

 サテライトシンポジウム 

 ・骨考古学分科会及びヘルスサイエンス分科会 

                合同公開シンポジウム 

 ・テーマ 「古代人の病気と健康」 

１８：００～１９：００  理事会 

１０月４日(土) 

 ９：００～１７：００  口演・ポスター発表 

１２：００～１３：３０  評議員会 

１４：００～１７：００ 
 日本人類学会・日本民族学会合同シンポジウム 

 ・テーマ 「アイヌ研究の現状と課題」 

１７：００～１８：１５  総会 

１７：１５～１８：１５ 
 記念講演（※市民実行委員会主催） 

 ・講師 森田美由紀（ＮＨＫアナウンサー） 

１９：００～２０：３０  交流レセプション(ローヤルホテル) 

１０月５日(日) 

 ９：００～１７：００  口演・ポスター発表 

 ９：００～１２：００ 
 特別シンポジウム 

 ・テーマ 「人類学におけるａｎｃｉｅｎｔＤＮＡ」 

 １２：００～１２：３０  進化人類学分科会 

１０月６日(月)  ９：００～１７：００  エクスカーション 

  

平成１５年度文部科学省科学研究費補助金「研究成果公開促進費」助成事業 

■日  時  １０月３日（金）１３：００～１７：００ 

■会  場  だて歴史の杜カルチャーセンター 大ホール（１,０４４席） 

■主  催  日本人類学会（骨考古学分科会、ヘルスサイエンス分科会） 

■開催形式  一般公開、入場無料 



■テ ー マ  「古代人の病気と健康」 

■構 成 

 オーガナイザー：  片山一道 京都大学霊長類研究所教授（骨考古学分科会） 

            岡田守彦 筑波大学名誉教授（ヘルスサイエンス分科会） 

 パネリスト：    藤田尚（新潟県立歴史博物館学芸員）：『齲蝕と歯周病からみた古代人の健康』 

            鈴木隆雄（東京都老人総合研究所副所長）：『古代から現代までの 

                                                流行病を検診する』 

            井上貴央（鳥取大学教授）：『日本への結核の伝播 

                                －鳥取県青谷上寺地遺跡から見つかった 

                                              日本最古の結核症例』 

            福田眞輔（滋賀医科大学名誉教授）：『脊椎後縦靭帯骨化症は近代病か？』 

■プログラム 

    構成 

  １３：００－１３：１０  開会の辞（趣旨説明）  片山一道 

  １３：１０－１３：５０  発表１            藤田 尚 

  １３：５０－１４：３０  発表２            鈴木隆雄 

  １４：３０－１４：４０  休憩 

  １４：４０－１５：２０  発表３            井上貴央 

  １５：２０－１６：００  発表４            福田眞輔 

  １６：００－１６：２０  休憩 

  １６：２０－１６：５０  総合討論          片山一道・岡田守彦 

  １６：５０－１７：００  閉会の辞           岡田守彦 

  

■日  時  ２００３年１０月４日（土曜日） １４：００～１７：００ 

■会  場  だて歴史の杜カルチャーセンター 大ホール（１，０４４席） 

■主  催  日本人類学会 

■開催形式  一般公開、入場無料 

■テ ー マ  アイヌ研究の現状と課題 

■構  成 

 オーガナイザー：百々幸雄 東北大学大学院教授 

          煎本 孝 北海道大学大学院教授 

 座長：佐々木高明（国立民族学博物館名誉教授） 

 パネリスト 

 ＜基調講演＞     百々幸雄（東北大学大学院教授）：『人類学からみたアイヌの成りたち』 

                宝来聰（総合研究大学院大学教授）：『ＤＮＡからみたアイヌの起源と系統』 

                宇田川洋（東京大学大学院教授）：『アイヌ墓の考古学的研究』 

                大塚和義（国立民族学博物館教授）：『アイヌ民族学研究と博物館の役割』 

 ＜特別講演（提言）＞ 萱野茂（萱野茂二風谷アイヌ資料館館長）：『アイヌ研究に望むもの』 



■プログラム 

    構成 

 １４：００－１４：０５  趣旨説明  煎本孝 

 １４：０５－１４：２５  発表１    百々幸雄 

 １４：２５－１４：５０  発表２    宝来聰 

 １４：５０－１５：１０  発表３    宇田川洋 

 １５：１０－１５：３０  発表４    大塚和義 

 １５：３０－１５：４０  休憩 

 １５：４０－１６：１５  特別講演  萱野茂 

 １６：１５－１７：００  総合討論  座長：佐々木高明 

  

■日  時  ２００３年１０月５日（日曜日） ９：００～１２：００ 

■会  場  だて歴史の杜カルチャーセンター 大ホール（１，０４４席） 

■主  催  日本人類学会 

■開催形式  一般公開、入場無料 

■テ ー マ  人類学における ancientＤＮＡ 

■構  成 

 オーガナイザー：植田信太郎（東京大学大学院教授） 

 パネリスト  ： 植田信太郎（東京大学大学院教授）：『古代 DNA とは』 

          増田隆一（北海道大学先端科学技術共同研究センター助教授）： 

                                 『古代 DNA からみたヒグマと北海道の古代文化』 

          篠田謙一（佐賀大学医学部助教授）：『古代 DNA 分析からみた縄文・弥生人の起源』 

          石黒直隆（帯広畜産大学教授）：『北海道に持ち込まれた家畜たち』 

          斎藤成也（国立遺伝学研究所教授）：『古代 DNA データベース AGE の紹介』 

■プログラム 

    構成 

  ９：００－ ９：０５  趣旨説明    植田信太郎 

  ９：０５－ ９：３５  発表１      植田信太郎 

  ９：３５－１０：０５  発表２      増田隆一 

 １０：０５－１０：３５  発表３      篠田謙一 

 １０：３５－１１：０５  発表４      石黒直隆 

 １１：０５－１１：３５  発表５      斎藤成也 

 １１：３５－１２：００  総合討論 

 


